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第１章 感染に関する内規 

2 感染対策組織構成                  【2025 年７月１日改訂】 

【組織および体制】 

医療関連感染防止を推進するために、本指針に基づき「Ⅰ、感染制御部門」「Ⅱ、ICT（感染対策チー

ム）」「Ⅲ、ICC（感染対策委員会）」の組織を設置する。 

                                                                 

Ⅰ、感染制御部門 

Ⅰ-1 感染制御部門の設置  

感染対策推進および円滑運営のために、感染制御部門を設置する。 

Ⅰ-2 感染制御部門の構成 

感染制御医師（ICD）、感染対策に 3年以上関わる薬剤師、３年以上病院勤務経験のある臨床検査技

師、５年以上感染管理に従事した経験を有する看護師および総看護師長、リスクマネージャー、病院事

務長、事務次長、臨床工学技士で構成する 

Ⅰ-3 感染制御部門の任務 

・病院管理部より感染制御に関する権限を委譲されるとともに、その責任を持つ。 

・感染制御部門は、感染対策として職員の健康管理、教育、感染対策相談、発生動向監視、対策実施の

適正化及び介入などを行う。 

 

Ⅱ、ICT（感染対策チーム） 

Ⅱ－1 ICT の設置   

感染制御部門内に ICT を設置し、週に 1回の定例会議を開催する。緊急時は必要に応じて臨時会議を

開催する。 

Ⅱ－2 ICT の構成 

医師（ICD）、感染対策に３年以上関わっている薬剤師及び臨床検査技師、５年以上感染管理の経験を

有する看護師を専任で配置 

Ⅱ－３ ICT の任務 

① 1回／週程度の ICT 会議を開催する 

② 院内感染対策マニュアルの作成と改訂 

③ 各種サーベイランスによる院内感染発生状況の把握 

④ 院内感染防止対策の実施状況の調査、効果に対する定期的評価 

⑤ アウトブレイクへの対応 

⑥ 1／週程度の院内環境のラウンド 

⑦ 培養検査における微生物分離状況、薬剤感受性の評価 

⑧ 教育活動（入職時の新入職員研修・2回／年の全職員研修その他） 

⑨ 1／週の抗菌薬の適正状況についてのカンファレンス 

⑩ 4回／年に行われる感染対策加算連携合同カンファレンスに参加し、他医療機関との情報ネット 
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ワークの構築と情報共有を行う。   

Ⅲ、ICC（感染対策委員会） 

Ⅲ－１ ICCの設置  

感染対策委員会は院内の感染対策に関する最終の意思決定機関である。 

院内における感染対策に関する業務の円滑な運営及び適正化・効率化を推進するために、感染制御部門

で検討、立案について確認、決定を行う。 

Ⅲ－2 ICCの構成 

病院長を委員長とし、各委員は ICD、医師部門、看護部門、検査部門、薬剤部門、栄養部門、リハビリ

テーション部門、放射線部門、事務部門、臨床工学技士より選任される。 

Ⅲ－3 委員会の日程及び主な審議事項と周知方法 

【開催日程】 

定例会議  第４水曜日 13時 00分～ 

【主な審議事項】 

感染制御部門や ICTで行う定例の会議の報告を受けて以下の事項について審議を行う。 

・院内の感染対策について検討、支援 

・院内で発生した感染症の発生動向調査、微生物の耐性菌などに関する対策、支援 

・院内感染対策に関する医療材料、環境整備、システム導入などに関する検討、承認 

・院内感染対策マニュアル、ガイドラインの検討、承認 

・抗菌薬適正使用についての検討、支援 

・院内感染対策徹底のための職員研修の推進 

【周知方法】 

 ・1／月行われる感染対策担当者会議 

 ・感染対策委員会ニュース 

 ・管理部会議 

 ・セクション長会議 

 ・感染対策マニュアルやガイドラインは電子カルテのトップページに掲載 

 


